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本研究は、強誘電体の分極ドメインを利用した「不揮発性の
FET（Field Effect Transistor）」と電気熱量効果を用いた「熱
マネジメントデバイス」の動作原理を光学フォノン、マグノ
ン等のコヒーレント状態を用いて解明しようとするものであ
る。 
強誘電体物性における重要な課題に高度な計測技術を活用

してアプローチし、次世代電子デバイスへの指導原理を探求
するという本研究は、国内外に例を見ない独創的なものであ
る。これらの物理現象の起源解明は学術的観点からも重要な
研究であり、分野を超えた波及効果が期待できる。 
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